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１．組織の概要

（１）事業所名及び代表者氏名

　　　　有限会社アスリート

　　　　代表取締役　小野沢　徹

（２）所在地

　　　　認証・登録範囲：本社　神奈川県相模原市中央区横山4-24-1

　　　　　　　　　　　　　　駐車場　東京都町田市相原町字梅ノ木沢1960

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　　　環境管理責任者　代表取締役　小野沢　徹

　　　　連絡先　電話　　042-730-5662

　　　　　　　　　　ＦＡＸ　042-730-5663

　　　　　　　　　　ｅ-mail　t-onozawa@est.hi-ho.ne.jp

（４）事業活動の内容

一般廃棄物及び産業廃棄物の収集運搬、不動産業

（５）事業の規模

【情報公開項目　Ⅰ】

（１）法人設立年月日：２００３年９月１８日

（２）資本金：３００万円

（３）売上高：１４,０７９万円（２０２２年度）

（４）組織図：図１のとおり 　

駐車場面積(ｍ2) 2309

従業員数(人) 8

延床面積(ｍ2) 50

廃棄物

２０２2年度

収集運搬量（ｔ） 1229
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図１　組織図

【情報公開項目　Ⅱ】

（１）許可の内容
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実施体制及び責任･権限表

代表者

小野沢 徹

環境管理責任者

小野沢 しのぶ

従業員

従業員 １．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。

代表者

１．環境管理責任者の任命
２．環境方針の制定
３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
４．関連法規の取りまとめ表の作成・維持管理、遵守評価
５．環境関連文書及び記録の作成・整理
６．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
７．環境目標、環境活動計画書原案の作成
８．環境活動の実績集計
９．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

環境管理責任者

役割・責任・権限
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（２）施設等の状況

　①収集運搬業：運搬車両

台　　　数

　②収集運搬業：積替保管施設はなし

２．対象範囲

（１）認証・登録対象組織

　　　　本社及び駐車場（所在地は１．（２）に記載）

（２）認証・登録対象活動

　　　　全組織、全活動を対象とする

合　　計 39

コンテナ 8㎥*20台　4㎥*7台 27

5

アームロール車 3ｔ 1

軽トラック

1

パッカー車 2ｔ.3ｔ

フォークリフト 1

2

種　　類 最大積載量等

アームロール車 4ｔ 1

営業車 1

コンボ
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３．環境方針

環境方針

基本理念

　当社は「廃棄物の収集運搬」を通して、環境経営を進めることにより、環境に優しい
社会の実現に貢献します。すなわち、「資源再生・リサイクル」を拡大・充実すること
により、国の推進する循環型社会の実現、地球環境保全に貢献します。

行動指針

　当社は上に掲げた基本理念に基づき、事業活動における環境への影響を社員全
員が理解し、以下の項目につき積極的に取組むと共に環境経営の継続的改善に努
めます。

１．国・地方自治体などの環境に関連する規制を遵守することはもとより、自主管理
　　基準を設定して、継続的に汚染の予防に努めます。

２、地球環境保護のために、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進します。

　　　　①　燃料（軽油、ガソリン）使用量の削減

　　　　②　電気使用量の削減

　　　　③　総排水量の削減

　　　　④　エコドライブによる燃料の削減及び二酸化炭素排出量の削減

３．資材等の購入において、積極的にグリーン購入を推進することにより広く環境
　　保全活動に寄与します。
　　合わせて、社内で使用するオフィス用品のグリーン購入の推進につとめます。

４、受託した産業廃棄物の再資源化を推進し、最終処分量の削減に取組ます。

５．環境方針は、すべての従業員に周知します。

2018年11月1日制定

有限会社アスリート　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　小野沢　徹    
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４．（基準年の環境負荷と）環境目標

年度目標 （実績）

２０２2年度 ２０２2年度

3%削減 （排出量） 現状維持 現状維持

４9，８67
kg-CO2

5９,512
kg-CO2

59,512
kg-CO2

59,512
kg-CO2

現状維持 （消費量） 現状維持 現状維持

2,376kWh 3,091kWh 3,091kWh 3,091kWh

3%削減 （消費量） 現状維持 現状維持

2,９96 L 3,223L 3,223L 3,223L

3%削減 （消費量） 現状維持 現状維持

16,１98L 19,600 L 19,600L 19,600L

現状維持 （一廃排出量） 現状維持 現状維持

0.48t 0.24t 0.24 t 0.24 t

現状維持 （水使用量） 現状維持 現状維持

19m3 39m3 39m3 39m3

現状維持
（グリーン化

率）
現状維持 現状維持

75% 75% 75% 75%

購入電力の排出係数：0.474Kg-CO2/kWh

当社は化学物質を使用していません
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中期目標

２０２3年度
（基準年2022年度）

２０２4年度
（基準年2022年度）通年

（基準年2021年度）

２．廃棄物
　　排出量
　　の維持

３．水資源
　　投入量
　　の維持

４．グリーン
　　購入の
　　拡大

通年

１．二酸化炭
　　素排出量
　　の削減

1.1電力使用
　量の維持

1.2ガソリン消費量の削
減

1.3軽油消費量の削減

環境目標



・コピー紙、雑紙のリサイクルの

・対象グリーン商品を調査し

○：目標達成、×：目標未達

購入電力の排出係数：0.474kg-CO2/kWh

　検討する。

・エコマーク品の選定

　

○

４．グリーン購入拡大 (グリーン化率) 現状維持

　・エコマーク品の選定 75% 75%

☓
３．水資源投入量維持 現状維持 105%増加 ・洗車方法の改善

　・洗車時の節水 19m3 39m3 ・洗車時の節水

0.24t

　・コピー紙、雑紙のリサ 　ができた。

　　イクル ・一廃分別の徹底

・目標設定のあり方を検討する。
・装置の不使用時電源Off

○

２．廃棄物排出量維持 現状維持 50%削減 ・一般廃棄物の分別が十分できた。

　・一廃分別の徹底 0.48t

☓

①電力使用量削減 現状維持 30.0%増加 ・本社事務所に常時人間を配置

2,376kWh 3,091kWh したため増加した。

　・装置の不使用時電源ＯＦＦ

１．二酸化炭素排出量 3％削減 19％増加
×

・電力削減未達。削減努力必要

　　の削減 （49,867kg-CO2） （59,512kg-CO2）

・車燃料ガソリンは削減努力必要

環境活動計画

取組結果とその評価（21年9月～22年8月）

環境目標
基準2021年度

実績
達成

評価及び次年度の取組内容
区分

・運転者教育の実施を再度行う。
・車両点検整備の徹底
・エコドライブの徹底

☓

②ガソリン使用量削減 3%削減 8.6%増加 ・エコドライブの徹底ができな

　・車輌点検整備の徹底

19,600L ・運転者教育の実施を再度行う。
☓

③軽油使用量削減

2,966L 3,223L 　かった。

　・エコドライブの徹底

　・エコドライブの徹底
・車両点検整備の徹底
・エコドライブの徹底

3%削減 21%増加 ・エコドライブの徹底ができなかった。

　・車輌点検整備の徹底 16,198L
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６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

７．代表者による全体評価と見直しの結果

（１）全体評価

二酸化炭素の排出量が増加傾向である。特に軽油使用量の減少が二酸化炭素減少に不可欠であり

環境のみならず会社経費を考えても効果は大きい。

今後、全社員の意識の向上を継続し来年度の環境目標の見直しを行い、達成するように努力する。

（２）見直しの結果

・現場までの距離や積み荷量によりガソリン、軽油の使用量が一概には計れないが引き続き人的

　要因による努力（エコドライブや車両点検整備）を確実に徹底して行う。

・廃棄物の分別及びリサイクルについては引き続き廃棄物収集運搬業者として社会の見本にな

　れるよう今後も継続していく。

・定期的に勉強会を開催し従業員の意識改革、意識向上をより一層推進していく。

自動車リサイクル法 収集運搬車両 ○

家電リサイクル法 エアコン・冷蔵庫等 ○

自動車ＮＯＸ・ＰＭ法 排ガス排出基準 ○

資源有効利用促進法 パソコン等 ○

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃油等） ○
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